


Wordワイルドカードセミナー（2016/10/26）　まとめ資料
2016年10月27日
新田順也

昨日はセミナーにお越しいただきまして、どうもありがとうございました。

ワイルドカードは、理屈を頭に入れていても何にもなりません。使って、失敗して、修正して、その繰り返しで学習していくと思います。まずは、コピペで使う（＝うれしさを体験する）ところから始めてください。

私自身、ワイルドカードを使い始めたころは、意味も分からずにでも見よう見まねで人が作ったらものを使っていました。最初は自分で作るのではなく、他人が作った検索式、置換式を使ってください。私のブログでも多数紹介しております。何らかのヒントになればと思います。

この資料では、今回のセミナーでは触れなかった課題ファイル（ワイルドカード問題集.docx）の回答も説明しています。また、セミナー後に残られた方々との話題や別のセミナーで出てきた質問への回答も記載しています。余裕があれば目を通してみてください。
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[bookmark: _Toc381695778]

[bookmark: _Toc465362786]課題1の回答例
	検索する文字列
	置換後の文字列
	備考

	第([0-9]{1,})章
	セクション\1
	基本形

	第([0-9０-９]{1,})章
	セクション\1
	全角数字があるかもしれないので、検索対象に追加
（全ての全角数字を半角数字に
変換したあとで実行するのであれば、基本形で大丈夫）



[bookmark: _Toc465362787]課題2の回答例
	検索する文字列
	置換後の文字列
	備考

	^t
	^p□
	□は全角スペースです。
基本形
ただし、これだと、文中のタブに全て改行をいれてしまうのでよろしくない

	^t
	^13□
	よくある間違いの例です。
お気をつけください！
置換後の文字列には改行の場合に^13を使ってはいけません。

	章^t
	章^p□
	章を追加することで、検索が限定されます。

	(第[0-9]{1,}章)^t
	\1^p□
	章番号まで入れるとかなり限定されます。

	(第[0-9]{1,}章)^t(*)^13
	\1^p　\2^p
	私が最初に考えていたパターンです。やりすぎです。ここまで限定する必要はありません。



[bookmark: _Toc465362788]課題3の回答例
	検索する文字列
	置換後の文字列
	備考

	.[ ]{3,}
	.  
	[ ]でスペース1つを設定しています。
置換後の文字列欄のピリオドの後には半角スペースが2つあります。

	. {3,}
	.  
	上記の角括弧でくくらないパターン
置換後の文字列欄のピリオドの後には半角スペースが2つあります。

	([.\!\?]) {3,}
	\1  
	文末はピリオドだけではないので、別パターンも含んでいます。
置換後の文字列欄の\1の後には半角スペースが2つあります。



[bookmark: _Toc465362789]課題4の回答例
	検索する文字列
	置換後の文字列
	備考

	（(*)）^13(第[０-９]{1,}条)
	\2　\1
	基本形
複数段落を含んでしまい、うまくいかないことがあります。。。0文字以上の文字列を示すアスタリスクがくせ者です。

	（([!^13]{1,})）^13(第[０-９]{1,}条)
	
	*を改行記号以外の1文字以上の文字列として定義しましたが、上手くいきません。実は、全角括弧もアスタリスクに取り込まれてしまうのです。

	（([!^13）]{1,})）^13(第[０-９]{1,}条)
	\2　\1
	うまくいきました。
「改行記号と全角の丸括弧閉じ以外」の1文字以上の文字列としました。



[bookmark: _Toc465362790]課題5の回答例
事例を1つずつ試していき、条件を足し合わせてワイルドカードの表現になります。


	検索する文字列
	置換後の文字列
	備考

	(Article [0-9]{1,}) ([!^13]{1,})
	(\2)^p\1
	基本形
Article 1はクリア
Article 2はうまくいきません。

	(Article [0-9]{1,}) {1,}([!^13]{1,})
	(\2)^p\1
	スペースの数を1つ以上としました。
Article 2はクリア
Article 3はうまくいきません。

	(Article [0-9]{1,})[ ^t]{1,}([!^13]{1,})
	(\2)^p\1
	タブも含めました。



[bookmark: _Toc465362791]課題6の回答例
	検索する文字列
	置換後の文字列
	備考

	【請求項([０-９]{1,})】^13
	\1.^t
	基本形

	【請求項([0-9０-９]{1,})】^13
	\1.^t
	半角数字も追加してみました。



[bookmark: _Toc465362792]特許明細書の段落番号（墨付き括弧で囲まれた4桁数字）の削除
特許明細書では、段落番号に全角数字を用いることが多いため、全角数字4桁 [０-９]{4} で検索しています。これは、全角・半角数字4桁 [０-９0-9]{4} にしてもかまいません。

段落先頭の段落番号を検索するため、先頭に改行記号（^13）をつけます。
置換後の文字列に改行記号を入れますが、^13ではなく、^pとします。

検索する文字列：^13【[０-９]{4}】
置換後の文字列：^p

[bookmark: _Toc465362793]^13は見た目は段落ですが、実際には段落ではありません。
ワイルドカードを用いて検索をした場合に、段落記号を間違って^13としてしまうことがあります。また、意図せずとも、アプリケーションがWord文書を作成したときに改行記号が^13となっていることがあります。

納品前に以下のように置換することをお勧めします。

検索する文字列：^13
置換後の文字列：^p

参考記事
【Word】ネットからのコピペで混ざる「おかしな段落記号」を削除する
http://www.wordvbalab.com/word/4266/
[bookmark: _Toc465362794]Word 2013から検索ボタンが消えた？
Word 2010まで存在していた検索ボタンがWord 2013ではありませんでした。
調べてみたところ、やはりなくなっているようです。

Page up missing from vertical scroll bar in Microsoft Word 2013
http://answers.microsoft.com/en-us/office/forum/office_2013_release-word/page-up-missing-from-vertical-scroll-bar-in/2e13c11d-d92b-43fb-b06e-0b648e1ca59a

ナビゲーションウィンドウの矢印ボタンかショートカットキー（Ctrl + PageUp, Ctrl + PageDown）を使うしかなさそうです。

マクロやクイックアクセスツールバーを利用するという方法も上記記事で紹介されています。ご興味のある方は試してみてください。

[bookmark: _Toc381695779][bookmark: _Toc465362795]日付の書き方
日付については、西暦／月／日の場合、例えば「4桁数字/2桁数字/2桁数字」とすると検索できます。ただ、それ以外の数字（シリアル番号など）もヒットします。

西暦を[0-9]{4}ではなく[12][0-9]{3}とすると、もう少し範囲を狭めることができます。

検索する文字列（限定したバージョン）をいくつか紹介します。
[12][0-9]{3}/[01][0-9]/[0123][0-9]
[12][0-9]{3}/[01][0-9]/[0-3][0-9]

（サンプル）
2014/03/01
2014/03/02
2014/3/03
2013/03/01
2014/3/15
3000/55/12
4500/01/12

上記のようなサンプルの場合には、日付を「4桁数字/2桁数字/2桁数字」ではなく、「4桁数字/1又は2桁数字/1又は2桁数字」としてもいいですね。

検索する文字列：
[12][0-9]{3}/[0-9]{1,2}/[0-9]{1,2}

完璧な検索式を作るのではなく、目的に沿った検索式を作ってみましょう。

[bookmark: _Toc465362796]日付の書き方（さらに改造）
検索する文字列：[!0-9][12][0-9]{3}/[0-9]{1,2}/[0-9]{1,2}
西暦の千の位を1か2にして4桁数字となるよう工夫しました。
千の位に相当する数字（赤字部分）の直前に数字以外の文字列 [!0-9] であるように指定。
また、千の位に相当する数字（赤字部分）の直後には数字3桁 [0-9]{3} となるように指定。

結果、以下は検索対象外になります。
3014/05/05
22014/05/05

[bookmark: _Toc465362797]日付を置換する
置換時に気をつけたい部分を赤文字で示しました。この部分が、半角数字以外の文字を示しています。置換後の文字列にもグループ1として活用します。

検索する文字列：([!0-9])([12][0-9]{3})/([0-9]{1,2}/[0-9]{1,2})
置換後の文字列：\1\3/\2

[bookmark: _Toc465362798]日付の指定をもう一工夫する

セミナーで紹介したいろいろなパターンをメモします。
どこまで厳密に限定するかはワイルドカードを使う用途により決定します。
おおざっぱに検索して置換して、後で一つ一つ確認するのであれば、厳密にやらなくてもいいと思います。
また、厳密にするために時間を使いすぎてももったいないですね。
私も考えながら、いろいろと試しながらワイルドカードの検索式を作ります。いずれにしろ、1回でできることが素晴らしいことではないですし、複数の検索でヒットさせてもいいので、試して使うことを心がけてみてください。

	検索する文字列
	置換後の文字列
	備考

	([0-9]{4})/([0-9]{2}/[0-9]{2})
	\2/\1
	基本形

	([12][0-9]{3})/([0-9]{2}/[0-9]{2})
	\2/\1
	4000/30/50などを除外するために先頭の数字を1か2に限定

	([12][90][0-9]{2})/([0-9]{2}/[0-9]{2})
	\2/\1
	2文字目も0と9に限定
1900年代, 2000年代, 1000年代, 2900年代の西暦が選択される

	([12][90][0-9]{2})/([01][0-9]/[0-3][0-9])
	\2/\1
	月と日を限定

	([!0-9][12][0-9]{3})/([01][0-9]/[0-3][0-9][!0-9])
	検索用
	西暦が4桁、日が2桁に限定
しかし、これは複雑すぎて検索できないとのこと
[image: ]

	([!0-9])([0-9]{4})/([01][0-9]/[0-3][0-9])([!0-9])
	\1\3/\2\4
	修正して簡単にしました。
置換後の文字列に、数字ではないグループ（\1と\4）を入れることがミソです。



[bookmark: _Toc465362799]よくつかう表現をIMEやATOKへ登録してみましょう
私は短縮読みでよく使う表現を日本語入力システム（IMEやATOK）に登録することをお勧めしています。速記ができるからです。

この考えに基づいて、ワイルドカードの表現も日本語入力システムに登録してみてください。

IMEの用語登録ショートカットキー
文字列を選択した状態で、ショートカットキーにより登録ダイアログボックスを起動します。
Windows 7をご利用で、Office 2010に搭載されているOffice IME 2010の場合、
[Ctrl] + [F10]、その後、[W] を押す。

Windows 8 / 8.1のMicrosoft IME 2012の場合、[Ctrl] + [F10]、その後、[O] を押す。

[image: ]

選択されている文字列が①に登録されます。②に短縮文字を入力し、③で「短縮よみ」を選択し、［Enter］キーを押すか、④[Alt] + [A] を押して登録します。
[image: ]

左下にある［ユーザー辞書ツール］ボタン（赤枠）から辞書の整理用のダイアログボックスを開きます。

ATOKの用語登録ショートカットキー
文字列を選択した状態で　[Ctrl] + [F7] を押します。

選択されている文字列が①に登録されます。②に短縮文字を入力し、③で「短縮読み」を選択し、［Enter］キーを押します。

[image: ]


[Ctrl] + [F10] で開くメニューで以下の［辞書ユーティリティ］をクリックすると、辞書メンテナンス用のダイアログボックスが表示されます。
[image: ]

[bookmark: _Toc465362800]日本語入力システムに登録した半角括弧が全角になってしまう
セミナーでデモしました。IMEの設定についても説明してあります。
もし同様のことが起こったときにはご覧ください。デフォルトの設定ではこのようにならないはずです。

【Word】ATOKやIMEに半角登録した文字列が全角になってしまう場合の対処
http://ameblo.jp/gidgeerock/entry-12025097280.html
[bookmark: _Toc465362801]一括置換をするソフトウェア
一括置換をするソフトはネット検索をすれば見つけられます。
私は「ぱらぱら」というソフトを販売しています。（7800円／ライセンス）
翻訳者にとって必要な機能を凝縮したソフトです。
45日間の無料試用がございます。よろしければご活用ください。

http://www.wordvbalab.com/word-addin/parapara/

もちろんワイルドカードの利用が可能ですし、上書き翻訳に特化した機能も充実しています。
[bookmark: _Toc465362802]［検索と置換］ダイアログボックスの書式解除用ショートカット
「検索と置換」ダイアログボックスでもショートカットキーで文字書式を設定できます。
文字書式と蛍光ペンの解除は [Ctrl] + [Space] です。
[Ctrl] + [Space] は、本文（メイン文書）でも文字書式の解除をします。ただし、本文の場合は蛍光ペンの解除はできません。

以下、Wordなどで使えるショートカットキーをまとめました。
http://www.wordvbalab.com/archive/2941/
[bookmark: _Toc465362803]蛍光ペンを用いた置換での注意点
「検索と置換」ダイアログボックスにて置換後の文字列に蛍光ペンを設定する場合、蛍光ペンの色は、現在Wordで選択されている蛍光ペンの色が用いられます。

つまり、黄色の蛍光ペンで置換後の文字列を着色する場合には、Wordの[ホーム] タブの蛍光ペンの色を黄色に設定して、置換をします。

ここで、「色なし」の蛍光ペンにはご注意ください。置換後の文字列部分の蛍光ペンを解除します。

[bookmark: _Toc465362804]ナビゲーションウィンドウでの検索について
Word 2010以降は [Ctrl] + [F] がナビゲーションウィンドウに対応しました。

文書の検索窓の右端の▼をクリックして「オプション」を選択すると、オプションの選択ダイアログボックスが開きます。ここからワイルドカードを用いた検索を選択します。
[image: ]
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[bookmark: _Toc465362805]［検索と置換］ダイアログボックスの初期設定を変更する方法
【Word】［検索と置換］ダイアログボックスで「あいまい検索」をオフにする設定
http://www.wordvbalab.com/word/599/

[bookmark: _Toc465362806]［検索と置換］ダイアログボックスをCtrl + Fで起動する
昨日はデモできませんでしたが、もしかつての［検索と置換］ダイアログボックスをショートカットキーで起動したい場合には、以下の記事をご覧ください。

【Word】「検索と置換」ダイアログボックスを [Ctrl] + [F] で立ち上げる方法
http://www.wordvbalab.com/word/560/

[bookmark: _Toc465362807]［検索と置換］ダイアログボックスとナビゲーションウィンドウを併用する
ナビゲーションウィンドウは、検索対象がファイル中のどの部分にあるのか俯瞰できる非常にすぐれた検索システムです。［検索と置換］ダイアログボックスと併用すると便利ですね。

ただし、昨日のセミナーで紹介があったとおり、両者間での検索結果が保持されないことや、ナビゲーションウィンドウで最初に表示されるタブ（項目）が「結果」ではないようなので慣れが必要かもしれません。

[bookmark: _Toc465362808]「検索された項目の協調表示」機能
Word 2007以降の機能の説明です。
http://ameblo.jp/gidgeerock/entry-10907593460.html

Wordバージョンにおける「強調表示する」の違いについて
http://ameblo.jp/gidgeerock/entry-10919770108.html

[bookmark: _Toc465362809]全角文字を半角文字にする方法
先日のセミナーで、「検索と置換」ダイアログボックスを用いて全角・半角を変更する方法を紹介いたしました。

以下の記事でも説明してあります。
Wordで全角文字を半角文字に置換できますか？
http://ameblo.jp/gidgeerock/entry-10844564441.html

[bookmark: _Toc381695781][bookmark: _Toc465362810]英語チェック用サンプルの解説
半角スペースの位置に注意してご利用ください。

capable of [! g]{1,}
capable of の直後にingがないものを着色します。

[.\!\?] [a-z]
シングルスペースの場合の文頭が小文字のミスを着色します。

[a-zA-Z0-9] [,.\!\?]
文末の不要なスペースを着色します。

[!^11^12^13^14]^t
文頭以外のタブ（文章中に紛れ込んだタブ）を着色します。

 [\)\]\}]
半角閉じかっこの直前の半角スペースを着色します。

 {3,}
任意の3つ以上のスペースを着色します。

[!a-zA-Z0-9][ ]{1,}.
ピリオドの直前の半角スペース

[!a-zA-Z0-9][Aa] [aiueoAIUEOFHLMNRSX18]
母音の直前の a または　A　を探します。

[!a-zA-Z0-9][Aa]n [!aiueoAIUEOFHLMNRSX18]
子音の直前の an または An を探します。

[.\!\?][ ]{2,}
ダブルスペースを着色します。
「ピリオド、!、?の直後の2つ以上のスペース」を着色します。


//////////////////////////////////////////////////////
ダブルスペースを採用する場合のチェックリスト

[.\!\?] [! 0-9^9^11^12^13^14]
シングルスペースの部分を着色します。

[.\!\?][ ]{3,}[! 0-9^9^11^12^13^14]
スペースがピリオド、？、！の直後に3回以上連続する部分を着色します。

[bookmark: _Toc465362811]よくあるエラー
セミナー中に紹介しましたとおり、ワイルドカード検索や置換が上手くいかない場合には以下の3つの理由があります。

１．［検索と置換］ダイアログボックスの［ワイルドカードを使用する］がオフになっている
２．検索式や置換式のメタ文字（[]{}など）を全角で入力している
３．検索式や置換式に半角スペースが混入している

徐々に慣れてきます。最初のうちは、上記3つの視点でチェックしてみてください。

[bookmark: _Toc465362812]クイックアクセスツールバーの活用
セミナーで、［記号と特殊文字］ダイアログボックスをクイックアクセスツールバーから実行する方法を紹介しました。
クイックアクセスツールバーはOffice製品共通の便利な機能ですので、ぜひご活用ください。

クイックアクセスツールバー関連記事一覧
http://www.wordvbalab.com/archive/2548/

[bookmark: _Toc465362813]文字列の書式を保持する方法
ワイルドカードを使うと、文字書式を保持できます。
案外知られていませんがかなり便利です。以下の記事を参考にしてお試しください。

【Word】ワイルドカードで検索する文字列の書式を保持する方法
http://www.wordvbalab.com/word/592/

[bookmark: _Toc381695782]

[bookmark: _Toc465362814]ワイルドカードの説明資料
ワイルドカードをもっと学びたい方へ！
Microsoft Word MVPのGraham Mayorさんの記事
www.gmayor.com/replace_using_wildcards.htm

新田のブログ記事
マクロも紹介しています。ワイルドカードの使い方の参考になるかも。
http://www.wordvbalab.com/archive/2502/

[bookmark: _Toc381695785][bookmark: _Toc465362815]ワイルドカードの質問
不明点がありましたらご一報ください。
ブログで回答させていただきます。では、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

以　上


1

image1.png
Microsoft Word

(8RB XFF] [IBEUR)NI—> RyF I EEs,

OK

COIEBBICTEEUIN?





image2.png
L0 183RkEE(S)

€ EBREUA-MERE(Y)

[} 70/874(R)
AFE-R(N)
FHE-I(C)
J—-IABR(A)





image3.png
B
HE5(D) :oJ

HEREAOTHNOBE

[prescanET. NITOFETT.

(AERBEFDCBERUPTVLICRE—EICRRUET)

(]
ELVRRBERTSL, L0 RIS

O&aAWN) ©ELH(W)

O A8E) TSIl HRERH
1§31l aoki@example.com)
#HOH(Y)

somE OEKFO
meaL) Oz
Ose(M) £ 25B

Microsoft (2, HERNRELI B EEE T
BIIMEL, ZORREEC. SHRVER0D
FRZBELTVET.

(B FIRICHBERERET 3] F1v)
RYIREAUCUT [BHR] RV IITBE
 BEBR AR ERER
Microsoft IME 0Y&ZR/ Microsoft
ENFT, Fv) Rvh2EATCTNIE
FEESNFEA,

BEOFEY, 36, &

Microsoft IME 0)){—y3>., BE0/(-Y3>
ERULTWBANL—F4Y SZFAD/-S
YBEUTA 15— )\~ FITFOIER 1>
Ea-5-01>5—%vh JOMIL (IP) 7EL
ANEFENET.

PERFHOERRNIREENT —ScEEN
BLHBIET . COLIRBRNTFIETZBS
T, Microsoft Tld, BEFREIFET B

~

T~ (BT BREERD (D)

EAEB()

[ S5 AR CHIB R T(S) 9)

I-Y-FEY-IUD) BR(A)





image4.png
ATOK E3EE

B ERIRRE 00 | CTRFIHETEER).

OK™ Feveh ABITH)




image5.png
B BB RY—IL(Y)...
H#ANT-S0BE(R)...
fr=e-2EREES)..

SERRREETERE) ...

EBULE-FETEITRT(X)
HEEEROHANRERR(4)
7 RIEEE—1(8)
[® VoiceATOK(Y)
T HBERW)...

Crl+F7

RIET T ATE(S)

B X/ WYRM)...
X PUIILYNQ).
E BRAWIND)...
R FEETFAN(D)..

% S, )
[EY ATOK PassportMiiE(2)
{A) ATOKI5YRG—EZ(3)

Shift+Ctrl+F11

[=] 70/F4(EBRE) (R). .

(2] AL (H)

o 0=
EHNSHEZEET(Q)

ANOREEEZB(U)





image6.png
BE:

o g

BEBIRR(A)...
BHAR)...

H57499A(R)

v x




image7.png
]
]
O
O

0x

AT XFERBITH(H)

TR I HEL T RRTAY) )

DA IRD-REERTHL) A2 AERRIY
HUFMESR (FAK)
HHEE B EARLRRTW

FRTBATTIBG)
AN EERY B(R)

()

Fovel





